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太平洋地域の上部新生界(その1)

～第1回太平洋地域新第三系国際会議より～

福田理･名取博夫(燃料部)

1.まえがき

太平洋地域の上部新生界がその一角に住む日本の地

質学徒にとってもっとも関心の高い研究対象の1つで

あることは改めて述べるまでもない.広大在地域を

対象とするためこの地域の上部新生界についての一般

的な知識を得ることは専門の研究者にとっても容易な

ことではなかった.この点からみても昨年5月17～

21目の間r第1回太平洋地域新第三系国際会議｣(Fi工st

Intemationa1Cong工essonPaci5cNeogeneStrati･

graphy,略称ICPNS)が東京で開催された意義と効果は

きわめて大きかった･しかし参会し得たわが国の層

位学者は関係者全体からみれば僅かであった.ここに

本会議で討議されたことの大要を紹介するゆえんである.

2.会議に至るまで

この会議は国際地質科学連合(IntematiOna1UniOn

ofGeo1ogica1Sciences,略称IUGS)の下部組織である

層位学委員会(ComInissononStratigr即hy,略称COS)

に所属する新第三系層位学小委員会(Subcommission

onNeogeneStratigraphy,略称SONS)という組織の

中の地域委員会(RegiOna1COmmittee,略称RC)の1

つである太平洋地域新第三系層位学地域委員会(Regi･

ona1CommitteeonPaci丘｡NeogeneStratigraphy,略

称RCPNS)の第1回国際会議として開催されたもg

である.

RCPNSの設立はカナダのモンドリオｰ川こおける

国際地質学会議(Intemationa1Geo1ogica1Congress,略

称IGC)の第24回総会の会期中に1972年8月25目

IUGSの協議会によって承認された.この地域委員会

を設立する目的をもってCOSの援助の下に上記の

第1回国際会議が日本学術会議および日本地質学会に

よって組織されたのである.この会議の議長(Chair-

man)は大阪市立大学の渡辺展生氏また事務局長(Se-

Creta･y)は東北大学の高柳洋吉氏であった.
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3.会議のあらまし

会議は5月17目(月)の開会式から同21目(金)

の閉会式まですべて日本学術会議(港区6本木7-

22-34)で行なわれた.ただし登録は5月16目(目)

の午後にも行なわれた.会議の前に男鹿半島および房

総半島また会議の後に掛川地方および大阪南方地域の

巡検が行なわれたがこれらにっいてはそれぞれ使い一

易いガイド･ブックが出版されていることだけを記する

に止める.

この会議の行事の次第およびプログラムは次のとおり

であった.

開会

5月17目(10.30-11.00)

開会のことば

越智勇一:日本学術会議会長

地辺展生1第1回ICPNS国内組織委員会議長

V.V.M酬N囲:IUGSのCS副会長

閉会

5月21目(14.00-15.30)

分科会の報告:分科会の座長

RCPNSの報告:RCPNSの委員

閉会の言葉

N.deB.H0RNI醐｡oK1RCPNSメンバｰニュｰジｰラ

ンド地質調査所

横山次郎:第1回ICPNS名誉会員京都大学名誉教授

V.γMENNER:前出ソ連科学アカデミｰ地質研究所

J.SENEs:チェコ科学アカデミｰ地質研究所

K･NIKI百0R0YA:ソ連科学アカデミｰ地質研究所

池辺展生:前出

ご静養中ということでもうお1人あ第1回ICPNS

名誉会員半沢正四郎博士(東北大学名誉教授)のお顔が

見えなかったのは淋しかった.

プログラム

I.総会

5月17目(11.00-12.30)A会場

座長工C.ING咽および高山俊明

斎藤常正:後期新生代の浮遊性有孔虫年代基準面:汎太平洋

域の層位学的対比の遂行を目指す知識の現状

J.P.K酬NET:南太平洋地域の後期新第三紀古海洋学的研究

5月17目(14.00-17.00)A会場

座長斎藤常正および小泉格

VV.M酬N醐,Y.P.BARAN0YAおよびL.S.ZHIDK0vA:

アジア東北部の新第三系

Y.B-G脳㎜NK0Y:貝類の進化における諾襲階と北太平洋

域新第三系の細分

池辺展生および研究グルｰプ:日本の新第三系の生層位学お

よび年代層位学的研究の要約

B.K.KIM1南朝鮮における第三紀堆積物

写真5横山次郎第1回ICP写真6

PNS名誉会員

橋本瓦

半沢正四郎第1回IC

PNS名誉会員

P･RDムmおよびG.R.BALcE:フィリピン諸

島における新生代層の対比表試案

5月18周(9.30一ユ2.00)A会場

座長W.D.如DlcOTTおよび菅野三郎

首藤次男:貝類群集による東南および南アジアの新三紀層の

対比

NdeB.H0RNIBR00K:ニュｰジｰランドの新第三系(中

新統一鮮新統)

W.O.ADDlc0TT:東部北太平洋(西北メキシコからカナダ

にわたる)の海浜海盆の新第三紀層位学的研究

工C.ImLEJL:太平洋縁辺部の後期新第三紀の浮遊性有孔

虫による化石相生層位学および古海洋学的研

究

5月18目(14.00-17.00)A会場

座長N.deB.H0BNIBR00Kおよび金谷太郎

氏家宏:北太平洋西部の亜熱帯地域における後期新生界の

浮遊性有孔虫による生層位学的研究

小泉格1北太平洋地域東部の後期新生界の珪藻による生層

位学的研究

L.旺BURKLE:環太平洋地域における新第三系の珪藻によ

る対比

中川久夫･新妻信明･北村信･高山俊明･的場保望･酒井

豊三郎･屋田太良･浅野清:日本列島中央太平洋およ

び地中海地域の間の新第三系および更新統の磁気

層位学的対比

■.分科会

■一A微化石鰯位学

5月19目(9.30-12.00)A会場

座長H,Y.LINGおよび千地万造

M.S.SRINIYAsムN,R.J.A囲MI:アンダマン海リッチｰ列

島の後期新生代の浮遊性有孔虫による生層位学的

研究

I)｡KムDAR:インドネシア中央ジャワのSento1o累層の浮遊

性有孔虫による生層位学的研究

N.A.V0L0s亘IN0vム,M.Y.SERo帖:新第三紀における太

平洋地区の西北部でみられる有孔虫の進化

千地万造･紺田功:日本の中新統中部階について�
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5月19目(14.00-17.00)A会場

座長J.P.KENNETエおよび氏家宏

栗原謙二:中央目本関東地方の下部中新統から上部中新統に

わたるセクションにおける浮遊性有孔虫の層位学

的産出状況

名取博夫:西南日本における後期新生代の浮遊性有孔虫によ

る生層位学的研究

H.YLING:アリュｰシャン深海平原(Site183,DSDP

Leg19)の中新統の放散虫および珪質鞭毛虫によ

る分帯

酒井豊三郎:千葉県銚予地方の上部新生界の放散虫による生

層位学的研究

松丸国照:日本の中新統の大型有孔虫による生層序と西太平

洋地区における地域間対比

1I一思貝類およびその他の大型無脊椎動物

5月19日(9.30-12.00)B会場

座長R.C.ALLIs0Nおよび首藤次男

増田孝一郎:北太平洋の新第三紀ペクチン類

小高民夫:キリガイダマシ類の系統発生に基づく汎世界的対

比

C.M.N肌s0N:北太平洋新第三系に産する腹足類ネプチュ

ネア

Y.B.GLA㎜NK0v:太平洋および大西洋における上部新生

界の軟体動物群集

5月19目(14.00-17.00)B会場

座長W.αADD1comおよび増田孝一郎

菅野三郎1北太平洋地域におけるいくつかの新生代貝類の移

動様式一太平洋域の貝類群の対比に関する1つ

の基礎的研究

R.C.ALLIsoN:アラスカのガルフ地域における後期1噺世

から更新世にわたる貝類フォｰナ

F.H.KILMER:北日本の鮮新世の貝類の諸属の歴史

鎮西清高:日本の新第三紀貝類フォｰナ:古生態学的および

古地理学的摘要

5月20目(9.30-10.30)B会場

座長F.H.KILMEBおよび小高昂夫

土隆一･茨木雅子:浮遊性有孔虫層序に照らしてみた西南

員本太平洋岸の貝類フォｰナｰの後期新第三紀に

おけるサクセション

森下品:化石棟反動物による日本の新第三系の生層位学的

究所

1皿一C脊椎動物化石

5月20目(9.30-12.00)D会場

座長E.AGUIR晒および亀井節夫

亀井節夫･岡崎美彦:中新統瑞浪層群の哺乳類フォｰナと日

本の新第三紀口商乳類

長谷川善和:日本の本州および九州産の初期新第三紀の鳥類

u一⑳植物化石およびパリノロジｰ

5月19目(14.00-17.00)D会場

座長兀F･BEcK冊および棚井敏雄

圧F,BEcKER:西南モンタナ(米国)の漸新世一中新世の

植物化石と日本のフロｰラとの対比

棚井敏雅:北太平洋ヘイズンにおけるん倣属の新第三紀進

化史

旺FEAKAs阻:東南アジアの新第三紀古環境

S.B.B肌TIAおよびA.K1M畑正m:インドのシワリク

層群の新第三紀車軸藻類フロｰラとその生層位学

的意義

n-E放射能によるデｰティングおよび磁気鰯位学

5月19日(9.30-12.00)D会場

座長FT肥YERおよび西村道

西村道･笹島貞雄･広岡公夫･K.H.THIo,F.H囲U-

W畑:スンダ･アｰクにおけるフィッション･ト

ラックによるデｰティングの予報

広岡公夫･笹島貞雄･酒村道･K.H.THIo,F.H囲U-

W蛆:スンダ･アｰクにおける古磁気研究の予報

石田志郎･前中一晃･横山忠正:日本の近畿地方における鮮

新一更新統の磁気層位学および生層位学的研究

F.下肥nR,C,Y.M畑｡,S.R.HA皿亙0ND:熱帯太平洋域

の新第三紀における放散虫類にみられる事変の磁

気層位学的ならびに地質年代学的キャリブレィシ

ョン

■一F新第三系一第四系の境界問題

5月20目(14.00-17.30)B会場

座長K.NIKI亙｡Rovムおよび市原実

K･NIKIF0R0丁A:鮮新統と更新統の間の境界の事情

横山忠正･中川要之助･牧野内猛･石田志朗1日本の近畿･

東海地方の鮮新一更新統の細分

S.G畑TN眠1酉太平洋域の更新世深海堆積物の超微化石に

よる生層位学的研究

斎藤常正:太平洋域の深海堆積物コアにおける鮮新統と更新

統の境界

E.AGUIRRE,A.RINc0N1肋ZθoZo"oゐ〃〃α〃α"ω3ア1伽一

刎伽〃(MAKm肚)の分類学的位置と生層位学的価値

M.ALE醐酊:東シベリアおよび日本の鮮新統および下部

第四系の対比に関する1つの試み

]I-G新第三紀における太平洋地域の古環境

5月20胃(14.00-17.OO)A会場

座長F.B畑BI醐工および糸魚川淳二

F.B畑BlERI,S,I且｡c蛆IN0,U.RossI1DSDPの地点62お

よび63(Leg7一赤道酉太平洋)における鮮新統

の古生態

原田憲一1後期新生代の深海環境の指示者としてのマンガン

ノジュｰル

原田憲一･山本嘉一郎:日本沖の西北太平洋における現生渦

鞭毛虫殻の分布

市倉賢樹･氏家宏･日本海の堆積物の層序とその古環境上

の意義

大森昌衛:酉太平洋域(日本列島付近の)新第三系中に認め

られる海進の2型式

皿一阻地体構遺および火山層位学

5月19日(14.00-17.00)E会場

座長C.S.Hoおよび北村信

北村道:東北目本弧の新第三紀構造発達吏

C.S.Ho:台湾の新第三紀層にみられるメランジュ�
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茅原一也:玄武岩質の活動に基づく本州弧の内部における火

山層位学的研究

今田正･田ロｰ雄:日本の東北地方の新第三紀層の火山層

位学的研究

島津光夫･吉村尚久:日本のフォッサ･マグナ地域における

新第三紀の火成活動

正[一I堆積および鉱物一資源

5月20目(14.00-17.00)D会場

座長J.T.CH0Uおよび岡閏博有

津田米粒･長谷川美行･永田聡:中新統難波山層の古環境

J.T.CH0U:西台湾における新第三系層位学的研究

JC.IN肌瓦Jr.,R.E.GAERls0N:北太平洋周縁域における

新第三紀珪藻土の起原分布およびダイアジュ

ネシス

円ロｰ雄･佐々木清隆･佐藤俊二･林田進男:男鹿半島にお

ける石油根原岩の地球化学の層位学的ならびに環

境的関係

宿因理:日本における後期新生界層位学に照してみた水溶

型ヨウ素一ガス鉱床

4.総会における講演から

斎藤常正(Lamn←DoheエtyGeo1ogicalObservatoエy)

は浮遊性有孔虫の年代基準面による対比の基礎を中心

とした一般論を述べた後で具体的なことに論及して

次のように述べている.

1)前期中新世から中期中新世の早期にかけては亜熱帯性気

候が太平洋域を広く被っていたため1組の年代基準面で

地域間対比が可能である.

2)GZoろ｡ブ｡τα伽允ん3タ(図1)カミ消滅する年代基準面(中期

中新世の中期)あたりから気温が低下するのでそれ以後

の対比にはそれぞれの生物地理区ごとの何組かの年代基

準面が必要である.

3)上部中新統および鮮新統にみられる年代決定に役立つ特徴

種の多くは下部中新統のそれのように形態上の特徴か

きわ立って明瞭ではない.そこで肋"舳ゴα伽α属(図

2)の旋回方向(左巻きあるいは右巻き)の時間に対す

る系統的な変化が鮮新～統更新統については年代基準面

としてより有効である.

4)形態上の特徴が顕著なαoろ勧r加｡泌∫3泌〃α4閉切3

(図3)αoろ独ブ加｡タ地5閉ろθブ(図4)およびα0ろ0一

ブ｡広α肋〃〃ゐ(図5)はそれぞれセラヴアリア階の中

メッシニア階の中および中新統と鮮新統の境界のレベル

を同定するのに重要な年代基準面を提供する.

5)裏目本の油･ガス田上部新生界における浮遊性有孔虫の層

位学的分布が明らかにたり図6に示すように北太平洋

の深海コアを伸介として磁気層位学的標準区分との対比

ができるようになった(S.MAIYA,eta1､,1976).

K酬咽丁(ロｰドアイランド大学)はおもに深海コア

図1αoあ｡ro施〃α允加{CU胴MANa皿dE肌Is0R×52

A:背面B:口側面C:腹面(PosTmA1971より)

図2P刎肌〃〃伽ωo〃勿〃Zoc〃〃α(PARKERandJ0N鵬)x43

A:背面B:口側面C:腹面(BANNERanaBI-ow1967

より)

図3αo〃g〃加｡〃孤舳ろ卿"み切肋∫BRδNNn正ANN×76

A:腹面B:側面C:背面(Posm皿ム1971より)

図4αoろなぴ伽｡〃ω閉るぴ(D'ORBIGNY)×48

A:側面B:腹面C:背面(BoLL11957より)

図5αoあ｡ro物Z加肋刎〃"(BRADY)×36

A:背面B:口側面C:腹面(NAT0R11976より)�
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の浮遊性有孔虫および酸素同位体を使って南太平洋の

後期中新世以後の古海洋について次のように述べてい

る｡

1)後期中新世においては表層水の温度はおおむね比較的腰

かかったが最後期中新世にはその温度カミ低下した.

2)前期および中期鱒新世においても表層水の温度は比較的

鍾かくかつ安定していたかおよそ300万年以前の後期

鮮新世に入るとその温度カミ低下した.

3)それによく知られている第四紀の気候変化が続いた.

中でも重大なできごとは1)で南太平洋域におい

てこの時に起った顕著な浮遊性動･植物群の変化は底

棲有孔虫にみられる酸素同位体の変化と一致している.

これは南極における氷原の体積の増加を反映したもので

あろう.後期中新世における海退および前期鮮新世

における海進はこのような氷河の発達状況による海面

の上昇･低下によるものと考えられる.

さらに他地域のものにも論及してK酬NETは次の

ように述べている.

1)地中海域の最上部中新統(メッシニアン)におけるαo一

ろ｡伽α肋｡o椛｡〃｡鮒α(図7)年代基準面の発見は磁気

層位学を使って設定され年ニュｰジｰランギの後期中新植

から前期鮮新世にかけての編年が少なくとも50万年ほど

若過ぎることを示している.このような編年上の修正は

メッシニアンに見られる蒸発岩類σ)起原がニュｰジｰラ

ンドその他における後期中新棚と認肘､れる氷河の発達に

よる海面の低下につなカミる地中海海盆ヴ)孤立にあるとい

う仮説を支持することを可能にする.

2)南太平洋域の新第三系においては環境の変化による浮遊

性有孔虫の巻き方の方向の変化は必ずしも一様に行なわれ

てはい狂い.

したがって巻き方向の割合(coi1ingratios)は古

水温の解析に何の価値も持たないであろう.それは一

般の浮遊性有孔虫研究者との大きな考え方の相違である

がこの点についての討論はほとんど行なわれなかっ

た.

M酬N鵬(ソ連科学アカデミｰ地質研究所)ほか2名

の講演は暖かい海の浮遊性有孔虫年代基準面が使えない

北方地域を扱ったものとしての面白味があった.その

おもな内容は次のとおりである.

1)植物群においては上部暁新統のMachigarXho1msk堆積

物と密接な関係にある地層群は極東の中新統の下部に認

められる.日本の台島階と同様の暖かい気候の跡がそ

れらの最上部にみられる.

2)中新統の中部からイタリアの中部中新統の上部に特徴的

なαoろ｡κωα肋Zθηg伽"1∫主∫(図8)が発見された､

3)中新続の上部の諸属は気温の低下および大陸環境の拡大

のため変化の少ない動･植物群によって特徴づけられて

いる､

4)鮮新統に属する諾層は現在のものに似た有孔虫群集エ

キソティックのものが比較的稀れ匁胞子一花粉群集およ

び日本の鮮新統にも産する大型の亙｡れ伽6肋によって特

化太平洋深海コア
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図6

男鹿半島および北太平洋深海コアの上都新生界に

おける浮遊性有孔虫の層位的分布および磁気層位

学的標準区分との関係(MAInほか1976よ

り)

ABC:αoあな〃刎αク伽伽ゐ閉切の旋回

方向が変わる層準

D:αoろ｡α伽か加α伽舳｡つの消滅層準

L:左巻き

R:右巻き�
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徴づけられている.

5)最上部鮮新統には北極要素のあるものがみられる.

6)鮮新･更新両統の境界付近には現在型の動物鮮が見出さ

れる､

G阯㎜NKOY(ソ連科学アカデミｰ地質研究所)の講演

は貝類群集の解析から導かれた高麗一カムチャヅカｰ

樺太地域における地域階(regiOStageS)を扱ったもので

あった.これらの地域階は下方より次に列挙する

とおりである.Amanin缶Gakkhian(Machigariaq):

γ0脇αω励伽{,rZ0η幽5伽α,Pψブ肋〃〃7伽伽〃,

〃｡刎〃αノ砂｡肋α'を伴う最上部古第三系.Utk-

ho玉｡kyiventekian(Sakha1inian):yoZ∂{〃fo冶泌ηαgα{,Y｡

鮒αη0{,"あ〃θ肋伽ブ〃5を伴う.Ku1mena･I1ynskian

(Kamchatkan):yo脇α6ん｡加刎ゐ,Mo"oZ刎犯吻ω刎一

ク0伽刎5ゐ,丁伽α伽α"ψη0腕06ん0地αを伴う.

Kakert-Eto1onan:γo〃加肋Z舳肋倣刎な,8θc鮒θ〃αクα〃一

湖伽,吻ω･舳ψ07〃3,ル舛舳伽μ〃60吻肋α,を

伴う.Emanovkan:吻泌060附加加ω主,ルα伽ブα

0ろ幼0伽ωを伴う.以上中新統.Enemtenian:亙｡作

妙θ6肋滅励"5絨(図9),8θ6舳zzα蜘〃ブおを伴う.

表1日本の後期新生代の浮遊性有孔虫による年代基準面分帯およ

び年代層位学的区分(IKE囲ほか1976より)

皿･鱗気

ユ｡

�

�����'一�

�噸瞥�浮遊性有乎L虫����

��年代基準面�浮遊性有孔虫化石帯��義代層涯晦�

�R�����^更

����

�泌｡�‡一助肋舳欄{畠�伽亡.亡｡醐ε棚加/亡珊Hc口`���

���士“工伽｡伽鯛Oτ.R.Zon畠��WZ州JI州鱗雌C削酬』1州世�

��肋古.士榊H0α初一����

��里伽θ〃蝸���5UC削州�

���伽亡､±o岳雌畑{ε/加㎜ω一���

`�c且�L切柵柵砧�前エ劫O切開L.S.ZO爬���鮮

�����τOTOHI州�新

�cI�肋古.加蜘畠閑加�張.届雇みるjπ¶.���

���士｡醐酬s{畠工冊t.zo爬�邊��世

5��±一躰.棚{冊洲��;`��

�卵5�±一価古.古㎜〃口��岩��

���肋一｡P■伽脇一���

���8p回｡δ色脇θ蝸���後

���nt釧=v日12o口畠�く=��

����さ��期

��土一別｡p･伽眺�一一一`一■.一一一'��YuI州�

����豊��中

���伽士.oωs切酬畠砧ノ�隻��新

���肋τ.p向祠口腕L･s･���世

���zo而虐���

o��±一砒.α榊亡ロｰ�■一一一一一''一一一���

��虐蜆畠τ9����

��キｰ胱･･倣醐{岳�肋口.閉p酬棚舶一徹古･���

���oω苗加畠附加工nt.Zo爬���

��碗口｡柵ρ釧肋鯛��■��

���一一一一一■一一一一'�竃��中

���伽走｡p畠〆口ω肋･一�9�舳BUR州�期

��』卵･舳脇脇･一直祠s�伽口｡H直p酬舳色且���

���1nt飢咽12o口E�量��中'

����巴��新

��L耐･搬窒鮒�τ丹.予莇弓ああブ■一一�昌��世

���伽b.帥1加蜘一加｡r.R.里.�芸��

5��伽方.帥伽rστ加��)��

���肋｡ヨθ胴舳帥7''一��TOZ舳州�

��±一P醐｡曲〃棚�○効.帥切開κ畠L.s.z.���

���一'一一'''一･1θゐ､岳北伽蝸ガro一���

��±_θゐ.岳加㎝蝸�ψo焔ro帥L･S･毘｡n昌一･一`一一一.一■一`���

������'山

��γ肋"舶伽棚岳/阯司{oω口�ω工.伽s鵬如一日ゐ.��{L問2〕�周■

���畠伽伽蝸工面t.zo爬�■��期

����竃��中

��土一胱工.{閑蝸地�一一'一'一一一一一''�8�一一.''一一�新

｡����蔓��

���θゐ､加蜆｡士㎜棚一���世

���砒工.伽舳色施工nt酊w1�缶�{Lい〕�

���zo爬�………��

��搉�

��古･脇.{㎜口古山欄���漸新世�

2ヨ���'一一'一一一'■1�一'■�一･一■I■�一

UstLimimtevayamian(Beringian):ん肋材θ♂加θブ∫α,

A.η0伽解郷みを伴う.以上鮮新統.TusatuYayamian:

丁棚｡励αろ｡伽肱を伴う.古更新統(Eop1eistocene).

以上の各階を特徴づける員化石にはわが国に模式地が

ありわが国の学者によって命名されたものが多数含ま

れていることに注意して欲しい.

池辺展生(大阪市立大学)を代表者とする日本新第三

系の生層序と放射年代研究グルｰプの講演の内容は彼

等自身によって表1に要約されている.本表の浮遊性

有孔虫による年代基準面のうち年代が判明している

および推定されているものは上位より次に列挙する

とおりである.

α0ろ0r0むα肋炉舳ω肋Z加0泌3:180～210万年(F.T.法)

αoろ｡伽α肋左｡泌〃∫ゴ3:400～450万年(推定F.T.法)

図7αo6oブ｡物Z加60形｡棚あ岩石"K酬NETT×61

A:背面B:口側面C:腹面(NAT0RIユ976より)

図8αoろ｡ro切Z加1例馴伽〃∫ゐB0Lu×1鵬

A:背面B:口側面C:腹面(NAT舳1王976より)�
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表2南朝鮮における第三紀層の対比(KIM1976より)

北坪盆地�寧海盆地�浦項盆地�魚日盆地�蔚山盆地�地質年代

北坪礫岩��牛目洞層���鮮新世

北坪層��浦項層���

�栄洞層�一一■'一■一`■'���

��梨洞層���

�寧海礫岩�大谷層���前･中期

�一一'一一'1一一����中新世

�陶谷洞層�松鶴洞層���

��泉谷寺層�松田層魚�新蜆層�

��丹丘胆�正��

��礫石�典洞層薫��

���若��

���?�江東層�

��長誓層群�典村層��

基盤�基盤�基盤�基盤�基盤�白亜紀

助肋㎝o泌〃加ゐ桃伽∫:約500万年(推定F､工法)

肋〃6〃伽加ω卯伽α姑:700～750万年(推定F.工法)

αoゐ｡1枕α肋伽｡伽θη血∫19δO～王,000万年(K/A法)

αoろ敏r加α〃砂8沌伽∫:1,140～1,170万年(K/A法)

GZoろ｡κoあα伽μψん㎝oα6〃肋1約1,400万年(推定K/A法)

0グろ〃伽α∫刎肋閉伽:1,500～1,550万年(推定K/A法)

αoろ敏κ加｡漉∬伽舳3:1,600～1,700万年(推定K/A法)

以上の括弧内のF.T｡およびK/Aはそれぞれフィ

ッション1トラック(飛跡)およびカリウムｰアルゴン

を路記したものである.また推定という文字が入っ

ているのはその上下の試料による放射年代からの推定

値であることを示してい

る曲

金鳳均(国立ソウル大

学)の講演は韓国の東

海岸の5つの小堆積盆に

みられる第三紀層(表2)

を総括的に扱ったも

のであった.その中で

われわれにも参考になる

ことは次に列挙すると

おりである.

図10

Wωブμω〃｡〃加ク｡〃6切YABE

andHATムIxO.9

(YA囲andHATA11938より)

表3フィリピン諸島の海成第三紀層の対比に有効と考えられる大型有

孔虫群集および浮遊性有孔虫化石帯(HAs亘IMoToほか1976よ

り)

��大型有孔虫群集��浮遊性有孔虫化石帯�

錆�繍敏����

黒�嚇執����

����

���

���lll�.r川｡｡{州｡“川仲11冊･工伽…一阯�

�斬h����

���

���｣1:��

�リ����

��阯丘亜H!r^.〃F咀i1'F百冊�:1:�蜆｡b岬“州回田"岬出{君･〃"�

�コ�L肥E㍑叩岬'加｡1岨i･百itF｡･咄附『�“1''iコ��

���1コ�'o↓曲帖皇.'o占�

�斬=,�皇ibu1F阯｡^5飢���

輌�����

�跣���刷^岬“oHo∫^^!一1o!�

���

��しun筍｢帥冊U止刑帖■i蜆du叩田一'阯咄〃｡o�,��

��^岬E肺･岨"ε��甘阯H司｡口趾u■甲〃甘}o■岬此ρ甘工｡阯ヨ〃加｡““･{“舳'ノ“oム～帥加｡一�

��肋｡1岨帥舳u帖月^o固i胴b肚}帥帖舳百��}“o加阯“o1.!帖i帖舳止明他州･｡～主1･…'';.r"�

��趾t㍑蓼叩{�害1�肺t叩叩一｡=･�oo'

��口i冊n岬n餉胞u帖月舳唖b咀砒趾帥i山1L帥､肺u冊｡百日��竈!出切.･'''`'ρ�

�o�帖n曲1o帥皿F阯冊"丁6山t出肚11F阯冊⊥砒�^!�“!州“･亡･oψ皿“μ日“･』o岬�

�師����

��箒箒二:二/1111111�咄i�`刷O阯里帥"O』叩H叩'■山榊;｡』O岬�

�暁����

�也｡����

��口…1'〔,甘百｡朋以6�毒1��

�､b��戸1P1Pユ�^舳…｡h1品･h=･{州f仙凸岬舳!““･･“･山一舳･{■;■岬�

�曲����

�衙�〃…6���

�甜�帥一/二1篇1:�芸1��

���

���官三�岬州舳舳畑･･“･丘･岬'�

�肚丘吐�〃冊1���

����

��Pi^岬叫F阯｡珂戸棚��"凸甘｡'宮古'呂･ψ'砒伽舳日冊杣舳伽洲吉“｡ψ㌔�

�L部���舳止血…“･^汕"“一ψ叶硯'bo岬'蜆“舳帖止加`'o""｡�

�下部�舶non明正一汕柚〃州���

1)Dangri累層の上にある海成の諸属は下位より放散虫

ゾニュｰルτ肌ろ0κ0肋肋伽尾0ηα6ゾニュｰルおよび

丁鮒ろ0κ0オα物56タ切Zα∬6タ物"ゾニユｰルの3つに分けら

れる.

2)SOngjeon累層はW雌ツα(図10)一A舳ゐ閉群集を含み

Wbα〃6ZZα一A刎ゐ閉群集を産するCheongogsa累層に

対比される.

3)Sinheon累層もWω〃α一ルαゐ閉群集を産し上記累

層に対比される.

橋本瓦(千葉大学)ほか2名はフィリピン諸島の

新生代層の対比試案を示して説明した.表3は彼等の

表の1つでこの地における大型有孔虫群集による化石

帯と浮遊性有孔虫による化石帯との関係が示されている.

その中でわが国との関係で注目されるのは"0鮒が正

価の出現カミBL0w(1969)のN.4帝の基底すなわち

αoろな6ブ加｡"θ5(おそらくGgωかオZ0伽伽3が物0ブ6加3

BL0wandBムNN鵬)年代基準面にまたM砲ツ畑ηαの

消滅がBmwのN.14帯(G肋紐r加αη砂θ〃伽}αoろ｡一

ブ0肋伽3械θ加3共存区間帯で前者が歩帯の基底で出

現し後者が歩帯の頂部で消滅している.図1112参�
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表4ジャワの新第三系の諾階と東南アジア･商アジアの関連新第三系

(SHUT01976より)

ビルマパキスタンジャワフィリピン日本

Gw自dar

亘a穴tami且nx

卯�楡湘

�敲楢潮楡渭堀

cher･/0denq.

:1:1;;〉1:ξlllll11二二一し一

Py邑wbwee5

g百p一

照)あたりにおかれていることである.

首藤次男(九州大学)の講演は主として具類化石に

基づいて東南および南アジアの新第三系の対比を行な

ったものであった.その結果をまとめたのが表4であ

る･すなわちOosTING亘(1938)によるジャワの諸階

が基準として採用されそれに対する対比が行なわれて

いる.またこの諸階と大型有孔虫によるレタｰ･ス

テｰジとの関係は次のとおりである(上位より).

���楡�

卯�楡�

�敲楢潮楡�

Cher./0deng.ヒアタス

���慮

偲�湧敲楡�

Re㎜bangian

�健��

���周

�睥�周

�健�最

�睥�最

Tf1-Tf邊

この下のTe｡階はジャワおよびその周辺では貝類

化石が稀れ液深海の粘土質相である.またその基底

には著しい層位学的なブレｰクがある.そのため

Rembangianの貝類フォｰナと漸新統のそれとの間には

著しいギャップがある.

RembangianとPreangerianとの間は漸移的で共通

種が多いが後者とOdengianとの間には小さ液ギャ

ップが認められる.またPreangarian一はおもにイン

ショアおよび汽水性のフォｰナによって代表されている

がOdengianにはオフショアのものが多い.Oden-

gianからBantamianへのフォｰナの変化はまったく連

続的であるがOdengianとCheribonianの間には層

位学的ギャップがある.

フィリピンには確か匁Rembangianのフォｰナは恋く

この階の地層はおもにオフショアの泥質相あるいはイン

ショアの石灰岩類からなっている.Pエeangerianのフ

ォｰナが報告されているところは少ないがOdengianお

よび上位の諾階のフォｰナはフィリピン全土に共通し

ている.しかし北ボルネオおよびミンドロのPrean-

gerianのフォｰナの例にみられるようにフォｰナの地

域化は著しく狙っている.とくに重要なのはP工ean･

gerianのCerithiaceans(Woα〃α,Wωびθ伽等を含

むウミニナ科の貝類)が台湾および日本にも及んでい

ることである.

パキスタンのGajフォｰナはRembangianの要素を

高い率で含んでいるがPエeangerianおよび上位の要素は

少ない｡Ta1arフォｰナはPreangerianおよびOden-

gianのものに近縁である.Gadarフォｰナにはジャ

ワの要素は少ない.

ビルマでは漸新統とPyawbwe階との間に著しいフ

ォｰナのギャップがある.後者はη刎06Zωやルα･

ゐ閉等の中新統型の貝類を産する.その上に重なる

Kyaukkok階は下位のPyawbwe階との多くの共通種を

産するほかE畑Esのテイタム･ホライゾン(datumho-

ri･on)Aを特徴づける数種が初出現するところでもあ

る.Kyaukkoた階および上位のObogon階の貝類フ

ォｰナはよく似ている.ビノレマの新第三紀の貝類フ

ォｰナはパキスタンのものに近縁であるカミジャワの

ものとの縁は薄い.他方ジャワの新第三紀フォｰナ

はビルマのものよりも遠隔のパキスタンのものに近

縁である.

H0BN醐｡0K(ニュｰジｰランド地質調査所)はニュ

ｰジｰランドの新第三系について総括的荏講演をした

カミここでも浮遊性有孔虫が大きな役割を演じている.

陸棚の石灰岩類およびグリｰン｡サンドが広大な面積

図11αoろな召〃伽刎μ抑挑3∫T0DD×52

A:腹面B:側面C:背面(名取原図)

図12αoろ｡ro物Z加∫加州伽{∫(LER0Y)×70

A:背面B:口御両C:駿両(POsTU肚1971より)�
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を被っていた漸新世の最大の沈降の後地背斜の性格を

もった三島の両側に幾つかのロｰカルな堆積盆が形成

された.北島およびノｰスランドの東海岸には半深

海の深度をもつ堆積盆もできたが北島の西海岸および

南島の堆積盆はおもに浅海(200m以浅)であった.

また火山活動によっておもに北島および南島の東側

に玄武岩質岩床(おもに中新世)おびただい･･安山

岩質および流紋岩質の岩床とテフラ(tephra)ができた.

低緯度地方で有効な助加㈹{♂伽伽庇桃66η5のべ一

スや1)65･㈱姉トップのような年代基準面はニュｰ

ジｰランドではほとんど無価値で温帯種がより頼りに

なる.底棲有孔虫(たとえば月0伽加伽,H〃刎Z舳"α,

肋閉ろ6栂伽)が地方的泣価値をもつ多くの年代基準

面を提供する.大型有孔虫についてみると赤道太平

洋域と同様に肋妙肋αは中新世初期に出現しまた

レピドシクリナ科(Lepidocyc1inidae)はWaiauan階に

消滅している.貝類は後期鮮新世および更新世の陸棚

相で有効になるが有孔虫類よりも地方的である.

1曳∴

�

1太

二1

平

㎡洋三

7､.

カ!

､､㌔

地類区

口

新第三系

堆積盆

01000㎞

℀

図13

北太平洋擦の新第三紀員類群区

(ADDIc0TT1976より)

もっとも有効な浮遊性有孔虫の系統関係は次のとおり

である.

1)Gloろなεフゴ〃｡ゴ庇亙力rゴ伽｡roあ〃∫group二→(}cf.ωZあω一

加r肋閉卜→G.〃Z0加卜→G.ろ妙乃加ω∫→α

9Zo伽〃｡舳卜→0ブ肋κ舳∫〃鮒α伽｣→0.伽加κ∫ω

���瑯�������

2)Gloあ｡チ℃f勿καカκαε∫α工〃Zα→G.刎オ026α〃あ｡星3ω一一→(λ

〃0脇“0物0泌仰(=G.〃0〃〃ゐ～)一→G.ωη0榊タ

0鮒α→G.功加〃ω〃0鮎α一→G.力吻6地ωZ〃αF→α

ケ械肋(EarlyMiocenetoP1iocene)

3)GZ0ろ0η0fακαク3κφんθ戸0"0η6初一G.刎αツ6グゴ刎αツ6rタ

→G.刎αy〃00〃舳0伽αr→ξG.加0伽油ブ刎α

���整�慴敍楯捥��

4)αoろ敏伽"ωoo磁一→ξ助乃㎜o{伽･ZZo畑･泓伽〃･他

�慴故������

5)GZoろ｡κo工切κα6rα35αノbブ〃2ゐ｣一一→(λf05α3η血3→(λ

炉〃犯ω〃Z加｡ゴ曲∫(EarlyP1iocenetoLatestP1iocene

�����楳瑯捥��

比較的よいK/Ar(カリウム/アノレゴン)年代が知ら

れているのは次の諸レベルである.

1)αoろ勧伽伽ゐ∫伽ゴZ{∫が大体消滅するレベル:1,930万

年1,860万年(海緑石)

2)αoろ勧r加｡肋£ろ紗加ブ伽∫のべ一ス直下:1,680万年

1,610万年(安山岩)

3)G肋｡πoエα腕力ぴ抄加roro椛みとα刎〃〃とが重複

している部分の中:1,280万年(玄武岩)

4)α0ろ0伽α肋功加桃｡"02ωの存在区間帯(rangezone)

の中:510～520万年(Chathan島の正帯磁した玄武岩中の

角閃石)

古磁気測定のための試料が採用されたもっとも重要な

セクションはM㎝gaopari川(鮮新世～初期更新世)

およびMangapoike河･Blind河(後期中新世～初期鮮

新世)に沿うものであるが後の2つのセクションにつ

いてK酬N蛆およびW柵INs(1974)によって与えら

れたGauss氾i1もertの対比は疑問である.

弱いキｰルをもったαoろ｡ブ｡〃加炉舳6勿肋Z加｡〃ωの

初期のタイプは北Hawkes湾において後期鮮新世にお

ける肋脆加"肋α仰伽ω肌およびP0棚μθZ06〃肋α

の重なっているゾｰンの中にあり模式的祖G伽俳

㈱おを伴っている.

ニュｰジｰランドの気候は初期中新世に亜熱帯性とな�
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表5北米西北太平洋岸の新第三系の藷階とカリフォノレニアの講階との

関係(ADDIc0TT1976より)

年��ヨｰロツノ���貝類群区階�

代��･標準11皆����カリフォルニア

���太平洋北西部��カリフォルニア�底棲有孔虫階

���鮮新世M舳舳��川S㎝Jooquin�v帥一u1io■

�����ond�R卵811i㎝

≡;�����E忙hegoi･一.�眺1m㎝廿ion

���e岬;i口n���

���ヒ��一J㏄olHod'�

�新��部Wi舳｡㎞���Mohnion

汯���

��中���一一Mo榊non'.�

�第�����

��新����Lui筍ion㎝d胴i-ion

15�■'��llN帥岬1ion��I.丁帥bl〇一I�

��世�部���

�紀�����Souo眺ion

20���Pill〇一〇n���

���下���

���部J㎜㎞�^岨卜�一一Voq･em5I'�

����蜆｡-o`��

㈵���

�古�…斬��呈;昔2��

����一一��Zemoπion

�整�来斤��竜呈≡E�umom畠d�

�紀�1H二�部�L{一�^ddi㏄".1973�

ったが中･後期中新世には徐々に温度が低下し鮮新

世には小さ柱変動カミあった.K酬NETはGZoあ070肋伽

μ･伽ゐ舳αの左巻きの殻が卓越していることに基づい

て後期中新世から前期鮮新世にかけての気候が寒冷であ

ったとしているがBEUは亜熱帯性の貝類に基づいて

同じ時期の気候が現在より暖かかったとしている.ま

たニュｰジｰランドで最前期更新世とされているHauta-

wanには亜南極地方の貝類αZ舳桝"6肋肋およ

び巨大な蟹のみψη0曲が北緯7ぼて移住した.

ADDIc0TT(米国地質調査所)の講演は北アメリカの

太平洋岸の新第三紀海域堆積盆の主として貝類化石に

よる年代層位学を扱ったものであった.それによれば

新第三紀の初めあるいはその近くにメキシコからアラ

スカまでひろがっていた古第三紀員類区は緯度による

温度変化の度合が強まったために分断された.この古

気候学的事変のため次の3つの貝類群区(図13)がで

きた.1)CaIifOmia(北緯26｡～40｡);2)Paci丘｡

Northwest(北緯40｡～54｡);GuIfofA1aska(西径134｡

～154｡).絶対年代ヨｰロッパの標準階paci£cNor

thwest区とCa1ifom三a区の地区階およびカリフォル

ニアの底棲有孔虫階との関係を示したのが表5である.

IN帆E(スタンフォｰド大学)の講演は北太平洋域の

縁辺部における深海コアおよび地表試料の浮遊性有孔虫

を使って研究した後期新三紀の生相生層位学および

古海洋学的研究を総括的に述べたものである.この海

域の大き匁海流夏期の等温度線および試料の位置を

示したのが図14である.

東北太平洋域の上部中新統から更新統にわたる堆積物

時ヅ〃

＼参㌻

鳴

紐/弐秘

義㍉ブ〆令:タ1

.1､｡y～

､.､急篶一㌔

さ鋒ゴ蔑称

樹一太平洋ぷ一一､

工%･o岬

図14北太平洋の大海流および夏期の等温度線と扱われた深海コアお

よび地表セクションの位魔(INGLE1976より)

には少なくとも合せて8つの寒冷期と温暖期とが認め

られる･一例を挙げると後期中新世後期鱒新世

および更新世の著しい寒冷期にはル惚肋0g〃"伽舳

加｡伽庇舳αの左巻のものが北緯20｡まで南下してい

た(図15).またこれらの寒冷期の間の温暖期(前期

鮮新世および前期更新世)にはα0ろ0ブ0切Zα{ψα物お

よびル昭肋09〃"伽αあκ伽8{のような暖帯および

亜熱帯種が北緯40｡まで北上していた.

一方酉太平洋域においては新第三紀を通じてお

よそ北緯30｡以南には北方種がほとんど侵入しなかっ

た･これは黒潮と親潮の収敏するところがこの期

間を通じて比較的安定していたことを示す.一方

305および310地点の深海コアによれば北太平洋前線の

南方への転位がカリフォルニア海流系内における等温

度線の南北方向の動きに調和してくり返し行なわれた.

中･高緯度地方における温帯および北方の生相の消長は

批0gZ0ろ0gω伽ηαμC伽66舳αの殻の巻き方向の発現

度によってわかる(図14).

氏家宏(国立科学博物館)は北太平洋域西部の亜熱

帯地方における後期新生代の浮遊性有孔虫による生層位

学について講演した.その結果を総括的に示したのが

表6である.よく知られたBL0w(1969)の浮遊性有

孔虫帯はN20がN･19に含まれることを除いて採用

できる.この地方においてはN.18とN.17および

N･17とN.16の境界は認められないがこれはαo加

ブ｡肋伽肋〃みおよびGμ63{o肋〃みが童熱帯種で

はなく熱帯種であるためであろう,原著の定義によ�
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表6フィリピンおよび日本の地表セクションと亜熱帯地方の深海二!アにみられる上部新生界の対比(UJII着1976より)

�S仁udi目d��ミンダナオ�OSDP292�V21-98�富古島�DSDP296����

�������九州毒嘉ラオ)�宮崎�高知�相良･掛川�

��Sequ帥｡皇s���������禽士川

���1フィリピン〕�ベンハム海膨〕�(北大東海嶺)�(琉球弧)��(南九州)�(四国)�(静剛�フォッサ･マグナ

��緯度N.�島815'�15491�2300�為2500�2920�約3205�約3320�約3榊O'�島3530'

���氏象･佐俣�氏家�氏家二三浦�氏家･大木�氏家･�氏家･市倉�氏:家･�氏家一針.生�氏家･村木

���1973�1973�1971�1974�〕975��1976一�1975.�1976
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����30冊�310c皿��110皿�o,���o
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中��������呂Ay乱��o■�

��N.ユ7����oo����o�NiShi一

上��������Tano��耐冒ag趾邑�yatSuShirO

������一'一一■一�����

����一一?���1一�?���

������.����■由�Gmup

部��N,16����Na口S8i8聰����oo匝�

����������蜆�十

新������?�196.5皿����?

��������

�丬������

�10���･?���215.5冊����

統����������･一一一一一�

��N.1ム���������

����������Sug直g且ya�

中����������?�

部�����������

れば上の2つの境界は以上の両種の初出現によってき

められている.この地方でみられるN.18からN.15

までの厚さは約700万年という年数に比べて小さいの

カミ常である.この事実の解釈には次の2つがある.

1)この期間を通じ｡て堆積速度を小さくするような地

殻運動があった..2)700万年というB鵬GG鵬N(1971)

の計算が大き過ぎた.講演者の考えは後者である.

LING(ワシントン大学)は北太平洋東部地方の深海コ

ア中の珪質鞭毛虫類およびエブリア類を解析した結果に

ついて講演した.エブリア類(Abridian)というのは

多くの読者にとって聞きなれない名前であろう.これ

は放散虫によく似た珪質の骨格をもった超微小浮遊生物

(na㎜op1ankton)であるが2本の鞭毛をもっている点

では鞭毛虫類に似ているため単細胞植物に分類される

こともある.層位学的に有効校化石種をか校りもっよ

うであるがエブリア類の研究はあまり進んでいない.

参考までに代表的なものを図16に示しておく.

これらの微化石植物群のもっともよいサクセッション

が得られたのはカリフォルニアのmendocino岬沖の

173地点の深海コアである.中新世から鮮新世にわた

るカリフォノレニアの陸上の代表的なセクションとモホ

_古年
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回15北太平洋縁辺部の深海1コアと地表セクシ目ンとの対比(INGLE1976より)�
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一ル(moho1e)計画による試錐のセクションとは相互

に対比されかっ上記の深海コアのサクセッションとも

対比される.現在の赤道地方に至るまでの後期漸新世

および中新世におけるル曲〃ゆゐの複数の種および

R068ZZαg"舳吻の限られた産出ならびにおよそ北緯

40｡あたりにおける初期更新世の〃3妙加舳80肋昭〃一

Z〃鮒(表層堆積物)および〃物06肋舳ろ〃･肋∫の両

種の分布の南限は両種の古地理学的分布および北太平

洋の古海洋学的考察に当って重要である.研究の間に

認められた新しい種類のうち"5妙加舳5および"6か

ツ0c加に属する2種は低緯度地方の前期中新世中に短

期間生存したため生層位学的に有意義な種である.

て234

�

童苅釦吏

POrO帖而niu111

図16エブリア類の数例(J0NEs1956より)

λ閉刎0606〃〃刎"刎μ吻DE亙LムNDRE(始新世～中新世)

H併伽3{伽〃α炉伽∫ωr∫"D班L畑DER(始新世～漸新世)

P〃刎加伽伽刎61〃伽"ω刎EHR酬BERG(中新世)

Poあ伽助｡閉3Zg〃G酬(中新世)

戸∫伽ゐ刎閉｡ゐ6〃〃物〃6εツ｡〃冊DE肌ANDRE(始新世～中新

世)

てから再び触れることにしよう.

小泉格(大阪大学)は北太平洋域の諸地点から採

取された古磁気研究のすんだピストン･コアおよび深

海コアの珪藻の研究ならびに北太平洋周辺に露出する

後期新生代の海棲の珪藻を含む一連の地層群の解析の結

果について講演した.この講演の内容は表7～9の3

つの表に要約されているといってよい.小泉の分帯は

選定された種の初出現および消滅を年代基準面としてと

らえた間隔帯(interVa1ZOneS)を主とするものであるカミ

上部中新統から下部更新統にいたる間の5帝の下限が

北太平洋と日本ではちがっていることおよびこの分帯

を使って対比した結果がおもに浮遊性有孔虫の年代基

準面を使って対比した結果とかなりちがっていることが

注目される.この問題については全部の紹介を終え

BURKLE(Lan1ont-DohertyGeo1ogicaユObservatory)

の講演のもまた環太平洋地域の珪藻による新第三系の対

比を扱ったものであった.この講演の要点は次のよう

にまとめられる.

1)鮮新統と更新統の境界についてはイタリアの模式地にお

ける珪藻化石の報告はないが最近ではこの境界はオルド

ヴァイ･イヴエントのトップあるいはその直上におかれて

いる.

2)メシニアンの新模式セクション(neostratotype)の蒸発岩

類に先立つ地層の珪藻化石に関するBURKLEの研究はメ

シニアンのこの部分カミ古磁気によるEpoch6の中部より

も若くギルバｰトEpocnの中の“C"Eventよりも古

ことを示している.

表7日本太平洋およびカリフォノレニアの上部新生界の珪藻化石による対比(KoI屠m111976より)
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表8北太平洋の中緯度地方の上部新生界における浮遊性珪藻レンジ表(KoI呂U㎜1976より)
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表9珪藻による化石帯と古磁気による分帯浮遊性有孔虫化凋帯お

よび放射年価との対比(KoIzU㎜1976より)
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(B岬岬“舳Ψ帥r･g.19フ4〕ll㎎1･､1973)

池辺ほか,

3)中新統と鱒新統の境界はおよそ510万年前のギルバｰト

Epochの基底近くにおかれる.メシニアンがギルバｰト

の初期に及んでいるというW0RNARDT(1974)の論点は

われわれの資料によれば容認され溶い.

4)鮮新統と更新統の境界は赤道太平洋地方においてはMあ一

郷6肋α〃泌o脇帯の“A"亜帯のトップにおかれる.

5)男鹿半島セクションではこの境界は小泉(1968)のZOne

5の基底近くにまた東北太平洋域では小泉(1973)の

ん伽06ツ6Z〃∫06"励伽帯の下部の中におかれる.樺太

カムチャッカにおいてはS亙醐HUK0vA-P0RET囲KムYム(19

67)によって与えられた資料がある.それによれば彼

女のZoneVIとZoneVIIの間に不整合がありそのた

めこの境界が欠除していることを暗示している.

6)Pribi1of諸島のセクションについては使用に耐える層位

学的資料を欠くがHANNム(1970)によって与えられた種

のリストはこのセクション全体が鱒新統の中にあること

を示している.

7)東北太平洋域においてはScH肌DER(1973)が彼のZone

5の中部の中にP湖ゐ伽〃oサゴωゐあoZ伽の初出現を報

告しこの帯のトップに鮮新･更新両統の.廃界をおいた.

しかし彼が扱ったコアをBURcKLEが再研究したところ

ではこの種の初出現は彼のZone5の基底近くにあるの

で地点173の深海コアにおけるこの境界はScImADEEの�
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Zone5の基底近くにおかれるべきであろう.

8)南洋地方においては鮮新統はDoNoHUE(1971)および

ABB0TT(1972)のん伽06〃伽ゴ〃gθ〃∫帯の基底あたり

で更新統に移化している.ジャワでは使用に耐える資料

は稀少であるがREINH0LD(1937)の試料を再調査したと

ころによればPengampon累層はこの境界の直下にあた

るようである.

9)赤道太平洋地方では中新統と鮮新統の境界はB㎜cKLE

(1972)の珊αZ伽5ゴ｡伽α60〃砒エ帯の申の“B"亜帯の

中部にある.

10)初期鮮新世の深海コアを注意深く調べたところによれば

この境界は小泉(1973)のD8〃{oαZα肋刎肋〃肋帯の

基底あるいはその近くにある.この基準を使う限り

この境界は小泉(1968)の男鹿半島におけるZOne3の基

底になければならない.

11)樺太カムチャツカのセクションにおいてはS冊富HUK0vムｰ

P0RETz阯YA(1967)のZoneVIとZoneVIIとの間に

不整合があり中新統と鮮新統の境界はそれによる欠層の

中に落ちそうである.

12)同様の問題は地点173の深海コアにもありSc醐AD㎜(1973)

のZOne10のの中には岩石学的ならびに古生物学的匁

シャｰプなブレｰクがある.

13)カリフォルニアのNewPortBeachにおいてはこの境界

はMonterey累層とその上位のCapistrano累層の接触

面近くにある.

14)南洋においてはこの境界はMcC0LL0N(1975)のD舳か

ωzα肋3犯肋包帯の中におかれている.

15)赤道地方においてはBURc肌E(1972)によって提案され

た諾帯カミ太平洋にもインド洋にも適用できる.また

これら諾帯の珪藻類にジャワ(BURcKLE,印刷中)日本

(小泉1968;BmcKLE,1971;BURcKLEandT0DD,

1976)および西北太平洋(小泉1975)からも報告さ

れている.

16)南半球においてもこれら諾帯の珪藻類の一部が南緯40｡

付近にまで及んでいる.

17)およそ北緯30｡以北の北太平洋においては小泉(1973)

の分帯が広く適用できる.たとえばこの分帯はカリフ

ォルニア沖の深海コアにも使える.

18)不幸にしてこれら蔦緯度地方の珪藻類は赤道地方まで及

んでい住い.

以上の14)～17)はBU偲｡K皿の講演の結論とみるこ

とができよう.

中川久夫ほか7名の東北大学と秋岡大学のグルｰプに

よる講演はこれまで東北大学が中心となって行なって

きた日本およびイタリアの上部新生界の磁気層位学的研

究の結果をとりまとめたもので中央太平洋の深海コア

のOPnYxEほか(1974)による同様の研究の成果を仲介

とした広域対比の結果が図17として提示された.も

ちろん古磁気の正･逆の縞模様だけではどのような

対比も可能なのであるから縞模様によるこまかい対比

に先立って浮遊性有孔虫の年代基準面による対比が行

なわれている.
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図17

日本(房総半島)中部太平洋

(深海コア)およびイタリア

の上部新生界の古磁気による対

比(NAKAGAwAほか1976よ

り)�


